
感染症情報 ４月１４日～２０日

②溶連菌感染症

④伝染性紅斑

２７８例（堺市 

１１９例（堺市 ７例）
５８例（堺市 ９例）

報告数による順位。前週比１１．７％増の２，４９１件。感染性胃腸
炎が府下で前週から１０％増、堺市で前週９９例→今回１１２例。溶
連菌感染症が府下で１１％増、堺市で前週３３例→今回３５例。ＲＳ
ウイルス感染症が府下で１２％増、堺市で前週９例→今回１１例。
伝染性紅斑が府下で１７％増、堺市で前週４例→今回７例。咽頭
結膜熱が府下で５３％増、堺市で前週４例→９例であった。
インフルエンザが府下で前週２８８例→今回２８５例で１％減。堺
市は前週１１例→今回９例。定点当たり大阪府は０．９７、堺市は
０．３６であった。
全数把握疾患である百日咳の報告が大阪府で前週５７例→今回
１１０例は９３％増であった。堺市は０例であった。

３５例）
③ＲＳウイルス感染症 １９１例（堺市 １１例）

１１２例）

府下２９３医療機関（堺市２５）から

府下小児科１８７医療機関（堺市１７）から

①感染性胃腸炎 １，７１７例（堺市

２８５例（堺市インフルエンザ ９例）

府下２９３医療機関（堺市２５）から

３２５例（堺市新型コロナウイルス感染症 ２５例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、府下で３５％減、定点
当たり１．７２→１．１１。堺市で２４％減、定点当たり１．３２→１．００。

大阪府定点 １．１１ 堺市定点 １．００

麻疹の報告が大阪市ブロックで各１件あった。風疹はなかった。

⑤咽頭結膜熱

府下２９３医療機関（堺市２５）から

１１，５７０例（堺市急性呼吸器（ARI）感染症 １，１２９例）
大阪府定点 ３９．４９ 堺市定点 ４５．１６

 急性呼吸器感染症は大阪府で前回より１７％増、定点当たり
３３．８６→３９．４９、堺市の前週を９２０例に訂正し、２３％増、定点
当たり３６．８０→４５．１６であった。
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